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ELICビジネス＆公務員専門学校


試験及び成績評価に関する規程


（目　的）
第１条 この規程は、本校の試験及び成績評価に関して必要な事項を定める。
　（試験の種類）
第２条　試験は、定期試験及び追試験の２種類とする。
２　試験は、筆記、実技、レポート等とする。
（定期試験）

第３条　定期試験は、次の各号により実施するものとする。
(1)　原則として、各学期第１５週に実施する。
(2)　試験時間は、１科目５０分を基準とする。
(3)　試験科目は、１日４科目以内とする。
(4)　試験問題は、当該学期中に学習した範囲から出題する。
(5)　実技を伴う科目、職業指導、その他校長が必要と認めるものについては、別に定め
る。

２　次の各号のいずれかに該当する者には、定期試験の受験を認めないものとする。
(1)　各学期の授業料等学納金及び卒業経費を納入していない者
(2)　出席すべき授業回数の５分の１を超えて欠課した者
(3)　学生証明書を所持していない者
(4)　試験開始後２０分以上遅刻した者
　（追試験）
第４条　前条に規定する定期試験を欠席した者、公欠及び忌引により受験することができ
なかった者、並びに当該科目の成績評価が不可（Ｄ）の者に対して行う。

２　次の各号のいずれかに該当する者には、追試験の受験を認めないものとする。
(1)　各学期の授業料等学納金及び卒業経費を納入していない者
(2)　出席すべき授業回数の３分の１を超えて欠課した者
(3)　学生証明書を所持していない者
(4)　試験開始後２０分以上遅刻した者
(5)　所定の手続きを行っていない者
　（受験上の注意）
第５条　受験上の注意事項を、次の各号により定め、学生に周知する。
 (1)　学生証明書を机上に提示する。
 (2)　指示がない限り、答案用紙は黒のペン又はボールペンで記入する。

(3)　試験開始後３０分経過後は、退出可能とする。
　（不正行為者に対する処置）
第６条　試験において不正行為を行った者は、停学以上の処分に付し、当該学期に履修し
ている全科目について単位を与えない。

　（定期試験の成績評価）
第７条　履修科目の成績は、「学習過程評価」と「学習成果評価」により、各科目担当者
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が評定する。
２　「学習過程評価」は、授業内容の予復習のための課題等により評価する。
３　「学習成果評価」は、定期試験により評価する。
４　「学習過程評価」と「学習成果評価」の割合は、カリキュラム及び学修到達目標にあ
わせて科目単位で設定し、シラバスに掲載して学生へ周知する。

　（成績区分）
第８条　成績の区分は「学習過程評価」と「学習成果評価」の合計得点を１００点満点に
換算した得点（以下、「総合得点」という。）で評価し、表記方法及び記号は次のとお
りとする。

２　点数の１点未満は、すべて切り上げとする。
　（追試験の成績評価）
第９条　追試験が６０点以上の場合の評価は可（Ｃ）とし、６０点未満の場合の評価は不
可（Ｄ）とする。

２　公欠及び忌引により受験することができなかった者の追試験の評価点は、６０点を超
えた得点の８割を６０点に加算し、１点未満を切り上げた点数とする。
（客観的な指標）

第１０条　各学期における総合得点により、取得した点数の平均を算出する。
２　客観的な指標をもとに学科ごとの成績分布表を作成し、学生の指導等に活用する。
（単位数の計算）

第１１条　単位数の計算方法は、次の各号によるものとする。
(1)　講義及び演習科目は、９０分×１５回の授業をもって２単位とする。
(2)　実習科目は、９０分×３０回の授業をもって２単位とする。
(3)　学則第８条により、大学併修スクーリング及び他の大学等で履修した単位を、本校
の単位として認定することができる。ただし、単位認定する科目の成績評価は、第８
条に規定する「可（Ｃ）」以上の成績区分によるものとし、「認定」で取得した単位
は認めない。また、卒業に必要な単位数の４分の１を超えることはできない。

（改　廃）
第１２条　この規程の改廃は、運営委員会の議によるものとする。

附　則
この規程は、昭和５３年４月１日から施行する。

附　則
この規程は、平成１０年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成１１年４月１日から施行する。
　　附　則

記号 評価 総合得点
Ｓ 秀 ９０点～１００点
Ａ 優 ８０点～９０点未満
Ｂ 良 ７０点～８０点未満
Ｃ 可 ６０点～７０点未満
Ｄ 不可 ６０点未満


2



5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験及び成績評価に関する規程

この規程は、平成１３年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成１４年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成１５年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成１６年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成１７年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成１９年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成２０年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成２２年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成２３年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成２４年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成２５年４月１日から施行する。

附　則
この規程は、平成２６年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、平成３１年４月１日から施行する。
　　附　則
この規程は、令和３年４月１日から施行する。
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